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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、2023年３月期を初年度とする３か年の中期経営計画を策定いたしましたので、下記の通りお知ら

せいたします。 

 

記 

 

1. 中期経営計画の概要 

① 策定の背景 

当社は 2022年４月にコーポレートステートメントをリニューアルし、当社の存在意義や使命を改

めて明文化いたしました。これらを受け、当社が考えるあるべき金融の姿（人生設計をし、お金に向

き合う / 正しい金融知識を得る / 金融商品を正しく活用する）の社会実装を通じて、「人生におけ

る自由（選択の自由）を手にする人」を増すことを目指してまいりますが、その第一歩として生活者

の金融リテラシーを向上させることを社会課題として認識しており、このたび当社グループの事業

の方向性を中期経営計画として整理、公表することとなりました。 

 

② 当計画期間における目指す姿 

これまで当社では、コンサルティングサービスを通じて顧客（=生活者）の金融リテラシーの向上

に努めてまいりましたが、サービス提供手法について、対面中心の現状から多様化させながらより多

くの方が適切な金融行動を取れるよう、リテラシー向上のための土台をつくることを目指してまい

ります。 

 

③ 基本方針 

当計画期間は当社グループのコア事業であるフィナンシャルパートナー事業の成長を軸に、売上

高および段階利益の成長を図ってまいります。具体的には次の通りです。 

 

・新規相談受付件数の拡大 

人材採用とコンサルティグ教育に注力し、コンサルタント組織の拡大を図るほか、当社サービスの 

認知度向上も視野に入れたチャネル開発にも注力してまいります。 

 

・顧客課題の継続的な解決 

当社グループの顧客関係が開始された後の顧客 LTVの向上を目指し、顧客状況の可視化（データ 

化）、ソリューションの拡充、アフターフォロー体制の強化を図ってまいります。 

 

・サービスのデジタル化の推進 



事業収益性および顧客 LTVの向上に向け、マーケティングのデジタル化、当社企画開発のライフ 

プランニング Webサービス「マネパス」の活用によるライフプランのデータ化を推進するほか、 

新規事業の土台作りとして、教育プログラムのコンテンツ化等にも注力してまいります。 

 

上記を踏まえ、2023年３月期から 2024年３月期の間は新規事業や人材（健全な組織拡大）に向け

た投資期間として位置づけております。新規事業については 2025年３月期からの利益貢献を目指し、

2026年３月期以降の成長スピードの加速化を図ってまいります。 

 

 

2. 数値目標 

財務目標数値（連結ベース）は次の通りです。 

 2022年３月期実績 2025年３月期目標 

売上高 3,622百万円 5,000百万円 

営業利益 491百万円 750百万円 

売上高営業利益率 13.6％ 15.0％ 

ROE（自己資本当期純利益率） 11.3％ 12.5％ 

 

 

3. 株主還元方針 

当社では、中長期的な企業価値向上と株主への適切な利益還元の双方を図ることを重要な経営課題と 

して認識しており、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留 

保を確保しつつ、配当性向 30％を目指し、安定した配当を継続して実施していくことを基本方針としな

がら、株主の皆様とのエンゲージメントを高めてまいります。 

 

 

＜添付資料＞ 

ブロードマインドグループ中期経営計画（2023年３月期-2025年３月期）説明資料 
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供給元の分散化も奏功しコロナ禍でも継続・安定的に獲得
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